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 去る２０１２年３月２２日、２３日にＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４００１の定期審査が執り行われました。同時審査の方法 

をとって２回目です。この同時実施は費用面でメリットがあり、前回の審査より行われております。事務局２人で 

分担して適切に運用されているかの情報をまとめるのが大変でした。 

受審結果を申しますと、 

『品質マネジメントシステム』は２日間実施され、Ｃ指摘が１件、その内容は・マネジメントレビューへのインプット 

に前回までのマネジメントレビューの結果に対するフォローアップが欠けていた。 

『環境マネジメントシステム』は１日実施され、Ｃ指摘が１件、その内容は・環境目的、目標の管理に於いて 

「２０１１年度・廃棄物削減及び電力削減」の月別進捗は適切に運用されていたが、年間の実績及び評価をまと 

めて次年度計画に反映させる観点で不明瞭さが見られるので改善の余地がある。 

という結果でした。 

Ａ指摘がないのは日頃から皆様がＩＳＯの要求事項を適合しようとする努力をした結果だと思っております。 

次回は新ＩＳＯ組織体制で行われます。今後共皆様の御協力をお願い致します。 

経営層へのインタビューで 
社長が社内に於ける取り組 

み姿勢について力説中 

品室管理課検査室で 

資料説明中のＴ課長 

ＩＳＯ 品質・環境継続審査受審 
業務課 主務 Ｙ・Ｓ 

 
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
協
力
企
業
と
し
て
、
電
気
自
動
車
ミ
ニ
キ
ャ
ブ
Ｍ
ｉ
Ｅ
Ｖ
を
、
 

国
や
市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
今
年
二
月
に
一
八
〇
万
円
で
購
入
、
フ
ル
 

充
電
で
１
５
０
㎞
走
行
と
あ
る
が
、
実
車
で
は
エ
ア
コ
ン
等
を
使
用
す
る
 

と
走
行
距
離
が
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
す
。
航
続
可
能
距
離
表
示
を
使
っ
 

て
う
ま
く
活
用
し
て
下
さ
い
。
 

 
そ
も
そ
も
電
気
自
動
車
と
は
、
電
気
で
駆
動
す
る
自
動
車
の
こ
と
、
蓄
 

電
池
式
、
燃
料
電
池
式
、
架
線
か
ら
電
力
を
受
け
て
走
行
す
る
ト
ロ
リ
ー
 

バ
ス
等
が
あ
り
、
環
境
負
荷
と
な
る
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
て
い
な
い
エ
コ
 

カ
ー
で
す
。
 

 
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
で
は
１
㎞
あ
た
り
十
円
か
ら
十
五
 

円
程
度
、
電
気
の
場
合
１
㎞
一
円
（
夜
間
電
力
利
用
）
、
排
気
ガ
ス
ゼ
ロ
、
 

騒
音
が
極
め
て
少
な
い
、
エ
ン
ジ
ン
・
変
速
機
・
マ
フ
ラ
ー
・
燃
料
タ
ン
 

ク
等
い
ら
な
い
た
め
車
内
を
広
く
使
え
る
、
部
品
点
数
が
大
幅
に
少
な
く
 

て
済
む
、
全
体
的
に
修
理
費
が
安
く
つ
く
、
電
池
費
（
ミ
ニ
キ
ャ
ブ
で
約
 

七
〇
万
円
）
が
下
が
れ
ば
ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り
安
く
作
る
事
が
出
来
る
、
又
 

家
庭
停
電
時
補
助
具
を
使
っ
て
電
池
が
活
用
で
き
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
 

ま
す
。
 

 
デ
メ
リ
ッ
ト
は
静
穏
化
で
歩
行
者
等
が
気
付
き
に
く
い
、
走
行
距
離
が
 

思
っ
た
ほ
ど
延
び
な
い
感
が
あ
る
、
充
電
時
間
は
一
〇
〇
ボ
ル
ト
で
十
四
 

時
間
、
二
〇
〇
ボ
ル
ト
で
七
時
間
、
急
速
充
電
三
〇
分
（
約
八
〇
％
）
ま
 

だ
街
頭
で
の
充
電
場
所
が
少
な
い
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
 

一
般
家
庭
で
は
高
根
の
花
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
は
電
気
自
動
車
で
話
題
に
は
の
ぼ
っ
 

た
が
、
他
メ
ー
カ
ー
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
、
低
燃
費
車
な
ど
販
売
し
、
 

高
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
Ｍ
Ｍ
Ｃ
も
他
社
ブ
ラ
ン
ド
に
頼
ら
な
い
自
社
開
 

発
で
巻
き
返
し
て
頂
き
た
い
。
我
々
も
ミ
ニ
マ
ム
の
見
積
り
、
毎
期
の
コ
 

ス
ト
低
減
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
昔
の
Ｍ
Ｍ
 

Ｃ
に
戻
る
事
を
願
い
ま
す
。
 

 
今
年
も
前
半
が
過
ぎ
全
体
も
今
一
つ
で
、
 

当
社
の
経
営
は
厳
し
く
、
も
う
す
ぐ
八
月
決
 

算
で
す
が
、
決
し
て
善
い
状
況
に
は
な
り
ま
 

せ
ん
。
毎
度
の
こ
と
で
す
が
、
生
き
残
る
為
 

に
、
皆
さ
ん
に
経
費
節
減
、
生
産
性
向
上
の
 

為
の
更
な
る
工
場
改
善
に
知
恵
を
働
か
せ
 

て
実
行
し
て
下
さ
い
。
節
電
５
％
も
意
識
し
 

て
お
こ
う
。
 

 
暑
さ
厳
し
い
折
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
 

ま
た
休
日
の
ド
ラ
イ
ブ
も
無
理
な
運
転
を
し
 

な
い
、
楽
し
い
休
日
に
し
て
下
さ
い
。
 

ＩＳＯ９００１、品質とＩＳＯ１４００１環境のマネジメントシステムの 

同時審査を受審して、社員全員の一年間の実績結果が評価されましたが結 

果としては見事に一番軽微なＣ指摘のみでした。 

おめでとうございました。 

三班の現場審査時に審査員の 
質問に躊躇なく返答して、 
好印象を受けたＹ班長と 

Ｋさん 

製造プロセスで審査を受けている、 
出荷班河内班長、生技班Ｉ班長。 

問題なく迅速に資料提出を行っている。 

一班の現場審査中 
質問内容に対してきめ細かな説明を 

して理解を頂いたＯ係長 

環境に 
やさしい 
車で～す❤ 

電気自動車ミニキャブＭｉＥＶを購入 

２０１２年２月８日（大安吉日）納車 

【１】 

http://www.naikai-kogyo.co.jp/


 

今
年
も
三
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
品
質
・ 

環
境
定
期
審
査
を
事
務
局
の
立
場
で
受
審
し
て
、
皆
さ
ん 

の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
え
ら
れ
ま
し
た
事
を
感
謝
し
ま 

す
。 

 

結
果
に
つ
い
て
は
大
き
な
指
摘
も
無
く
お
褒
め
の
言
葉 

を
頂
き
ま
し
た
。
私
自
身
毎
年
少
し
ず
つ
理
解
出
来
る
様 

に
な
る
と
同
時
に
日
常
生
活
の
中
で
自
然
と
行
わ
れ
て
い 

る
事
が
品
質
・
環
境
に
繋
が
る
こ
と
が
数
多
く
あ
る
な
と 

改
め
て
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
庭
内
の
も
し
や
の 

為
の
準
備
・
倹
約
等
が
環
境
に
繋
が
っ
た
り
、
こ
う
や
れ 

ば
上
手
く
出
来
る
、
早
く
出
来
る
等
が
品
質
に
繋
が
っ
た 

り
と
家
庭
と
会
社
の
違
い
は
有
る
も
の
の
理
解
困
難
な
言 

葉
満
載
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
家
庭
に
は
無
い
が
あ
る
程
度
の 

ル
ー
ル
が
有
る
よ
う
に
考
え
方
基
本
は
同
じ
よ
う
に
思
え 

ま
す
。
家
庭
内
で
こ
れ
を
行
っ
た
ら
今
月
こ
れ
だ
け
の
効 

果
が
出
た
と
な
れ
ば
現
状
満
足
で
な
く
「
じ
ゃ
あ
今
月
は 

こ
う
や
っ
て
み
よ
う
か
」
「
来
月
の
結
果
が
楽
し
み
」
と 

の
思
い
が
出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
こ
の
部
分
が
一 

番
重
要
で
は
な
い
か
と
向
上
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
。 

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

来
月
、
来
年
、
目
に
見
え
る
結
果
と
し
て
表
れ
た
ら
、 

そ
れ
は
自
分
自
身
に
響
く
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し 

ょ
う
か
。
来
年
の
審
査
に
向
け
又
、
多
大
な
協
力
を
宜
し 

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

３００ＴＯＮプレス機結線リニューアル化 製造課 課長 Ｙ・Ｈ 

 製造課一班が所有する、３００トンプレスは、内海工業では、メーカーが唯一のアイダ製自動プレス加工機で、 

20年以上使用している設備ですが、今までに昨年の水害を含めて過去３回も工場内に水が入り、その為に多くの 

設備や材料が浸水してしまいました。この３００トンプレス機では配電盤からプレス操作盤に電気を送る配線を、 

地下に設置していたために配線が水に浸かって配線の一部が損傷しました。そこでこれからも、会社としては、 

工場内への水が入り浸水する事を防止する為に勿論いろいろな対策はしていますが、万一に備える為に地下に設置 

している多くの配線をどうするかを検討した結果、地下配線を地上に新しく配線をする事に決断しました。プレス 

機を生産出来る様に復帰させる為に、嶋池電気さんに改修を依頼して１月に実施しましたが、長期間にわたりプレ 

ス機の稼働が出来ない状態になりました。この工事により水害によって浸水してプレス機が、使用できなくなる可 

能性が低くなりました。一班では、３００トンプレス機は重要なプレス機なので、今後も毎日の設備点検を確実に 

行い大切に使用していきたいと思っています。 

 

今
年
一
月
十
四
日
一
班
に
一
五
〇
ト
ン
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
が
導
入 

さ
れ
た
事
に
伴
い
二
十
五
年
以
上
経
過
し
た
動
力
プ
レ
ス
を
生
産 

技
術
班
に
移
動
し
ま
し
た
。
業
者
に
よ
っ
て
や
り
方
は
異
な
り
ま 

す
が
、
ま
ず
横
の
状
態
で
当
社
ま
で
運
び
二
十
八
ト
ン
ク
レ
ー
ン 

車
で
吊
り
上
げ
工
場
外
で
起
こ
し
ま
し
た
。
工
場
内
に
入
れ
る
時
、 

引
っ
ぱ
り
な
が
ら
所
定
の
位
置
ま
で
移
動
し
、
そ
の
後
ズ
レ
を
無 

く
す
為
プ
レ
ス
機
と
レ
ベ
ラ
ー
フ
ィ
ー
ダ
ー
と
の
平
行
芯
出
し
を 

行
い
動
か
な
い
様
に
下
に
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
打
ち
つ
け
ま
し
た
。 

 
一
月
十
七
日
大
安
吉
日
に
社
長
以
下
関
係
部
署
の
人
に
よ
り
安 

全
祈
願
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
労
働
安
全
衛
生
規 

則
（
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
改
正
）
に
よ
り
、
安
全
作
業
す
る 

為
に
ボ
ル
ス
タ
ー
前
端
と
光
軸
の
措
置
、
光
線
式
安
全
装
置
の
構 

造
規
格
、
そ
れ
が
今
回
導
入
さ
れ
た
一
五
〇
ト
ン
サ
ー
ボ
プ
レ
ス 

で
す
。
社
員
の
皆
様
、
一
度
見
学
さ
れ
て
見
て
は
ど
う
で
す
か
。 

最
後
に
一
五
〇
ト
ン
プ
レ
ス
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
生
技
班
の
方
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

一班作業場 照明更新（省エネタイプ） 製造課 一班 Ｍ・Ｋ 

 今年早々、一班の照明及び照明器具を変更したのでそれについて書きます。 

 まず、省エネタイプということで以前の照明の消費電力が４４００ワット、これに対し新しい 

照明２８８０ワットでマイナス１５２０ワットとなり、３５％の削減になるそうです。（１時間 

での計算値） 明るさについては、以前の照明が真上からの照射で平均１０７ルクスだったそう 

です。新しい照明はプレス側へと向けられ反射板も高効率のものになり平均５０９ルクスになり 

ました。 

その差４０２ルクスで約４．７倍の照度アップとなりました。 ちなみに、ルクス（照度）とは 

照らされた場所、今回の場合測定した場所の明るさであってライト自体の明るさを表す単位では 

ないそうです。ですから、測定場所以外では、変わらない又は暗くなった所もあるかもしれませ 

ん。とはいえ、以前より明るくなった所の方が多いと思いますので（特にプレス周り）作業・安 

全の両方で良い結果に繋がって行ってくれると思います。 

６班の現場審査時に 

審査員に非常に判り 

易い説明をして好感 

を持たれたＫ班長 

一
五
〇
ト
ン
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
設
置
及
び
安
全
祈
願 

製
造
課 

係
長 

Ａ
・
Ｏ 

Ｉ
Ｓ
Ｏ 

品
質
・
環
境
継
続
審
査
受
審 

業
務
課 

主
任 

Ｈ
・
Ｕ 

配電盤からの配線を 

地上配線にしてケー 

ブル中継ＢＯＸをプ 

レス機に取り付けた 

【２】 

社長・工場長・次長・課長・主務・ 

係長・一班員・生技班員によりしめ 

やかに執り行われた。 

プレスの周りを塩と神酒で清められ 

て全員儀式に則り安全を祈願した。 



【３】 

Ｎ
ｉ
Ｓ
ｎ
め
っ
き
用
治
具
仕
様
変
更
 

製
造
課
 
六
班
 
班
長
 
Ｓ
・
Ｋ
 

 

ラ
イ
ン
立
ち
上
げ
当
初 

か
ら
使
用
し
て
い
た
亜
鉛 

め
っ
き
ラ
イ
ン
と
同
様
の 

樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
治
具
。 

使
用
頻
度
が
増
す
ご
と
に
、 

治
具
全
体
に
珊
瑚
が
成
長 

す
る
か
の
よ
う
に
何
か
が 

付
着
。 

 

よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、 

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
部
に
針
の 

先
よ
り
小
さ
な
穴
が
開
き
、 

内
部
に
め
っ
き
液
が
染
み 

込
み
付
着
し
て
い
た
。
こ 

の
現
象
に
よ
り
、
部
品
へ 

施
さ
れ
る
は
ず
の
皮
膜
を 

横
取
り
さ
れ
、
膜
厚
は
付 

か
な
い
、
最
終
工
程
で
は 

不
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
薬
品 

が
持
ち
込
ま
れ
完
成
品
に 

大
量
の
シ
ミ
不
良
を
発
生 

さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い 

た
。
樹
脂
メ
ー
カ
ー
に
治 

具
を
送
り
こ
の
現
象
の
要 

因
を
探
っ
て
も
ら
っ
た
が
、 

通
常
で
は
見
ら
れ
な
い
現 

象
と
の
回
答
で
し
た
。
め 

っ
き
の
ラ
イ
ン
は
、
世
界 

中
に
無
数
と
あ
る
け
れ
ど
、 

全
く
同
じ
条
件
の
ラ
イ
ン 

は
殆
ど
な
く
、
た
ま
た
ま 

内
海
工
業
の
ラ
イ
ン
条
件 

に
合
わ
な
か
っ
た…

そ
れ 

し
か
考
え
ら
れ
な
い…

。 

そ
ん
な
経
緯
で
去
年
の
十 

一
月
か
ら
四
部
品
の
治
具 

を
別
の
樹
脂
材
に
全
て
変 

更
し
半
年
以
上
経
過
し
た 

現
在
、
再
び
シ
ミ
不
良
が 

発
生
し
は
じ
め
た…

確
か 

に
初
期
使
用
の
治
具
に
比 

べ
れ
ば
劣
化
度
は
遅
い
、 

が
、
や
は
り
消
耗
品
に
は 

ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ
圧
入
機
 

新
作
に
つ
い
て
 

業
務
課
 
出
荷
班
 
Ｎ
・
Ｉ
 

 
四
月
の
中
旬
よ
り
ゴ
ム
入
 

れ
の
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
 

 
最
初
の
頃
は
、
角
を
削
っ
 

た
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で
 

ひ
と
つ
ひ
と
つ
ゴ
ム
付
け
を
 

し
て
い
ま
し
た
が
次
第
に
手
 

が
痛
く
な
り
は
じ
め
、
数
日
 

後
に
は
家
に
帰
る
と
湿
布
を
 

し
て
寝
る
と
い
う
生
活
が
し
 

ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。
 

 
あ
る
日
、
工
場
長
が
『
手
 

は
痛
く
な
い
か
？
』
と
尋
ね
 

ら
れ
、
手
が
痛
い
事
を
伝
え
 

る
と
、
そ
の
後
す
ぐ
に
生
産
 

技
術
の
Ｓ
主
務
・
Ｎ
さ
ん
と
 

工
場
長
で
治
具
製
作
の
話
を
 

進
め
て
く
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
 

に
治
具
は
完
成
し
、
そ
の
日
 

か
ら
治
具
を
使
っ
た
ゴ
ム
入
 

れ
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
最
初
の
頃
は
治
具
を
使
う
 

こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
せ
い
 

か
、
手
間
取
る
こ
と
も
あ
り
 

ま
し
た
が
す
ぐ
に
順
調
に
ゴ
 

ム
入
れ
作
業
も
出
来
る
様
に
 

な
り
、
治
具
使
用
後
も
工
場
 

長
や
Ｎ
さ
ん
と
治
具
に
つ
い
 

て
話
し
合
い
、
何
度
も
改
良
 

に
改
良
を
重
ね
て
素
晴
ら
し
 

い
治
具
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
 

ま
し
た
。
以
前
と
比
べ
て
作
 

業
が
と
て
も
や
り
易
く
な
り
、
 

仕
事
が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

 
治
具
製
作
に
あ
た
っ
て
協
 

力
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
特
 

に
工
場
長
・
Ｎ
さ
ん
、
本
当
 

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
 

た
。
 

生技班に１５０トンプレス移設 

業務課 生産技術班 Ｍ・Ｉ 

 一班にあった１５０トンプレスを生産技術班へ移動設置してから六ヵ月が経ち、 

修理後のトライを一班・二班の現場ではなく、生技班でチェックできるので修理後 

の生産トラブルを防ぐことができます。今までは修理後の確認が現場でしかできな 

かったので、修理が不十分なことがあり、すぐに再修理になることが多く、現場に 

迷惑をかける事がありましたが、今後は再修理もなく生産できるようになります。 

 生技班のプレス未経験者にも外部・内部での教育をして全ての人がトライチェッ 

クをできるようにして、安全に注意をして使っていきたいと思います。 

 
今
と
な
っ
て
は
快
適
す
ぎ
て
忘
れ
て
い
た
 

事
実
で
す
が
、
昨
年
の
夏
の
終
わ
り
、
事
務
 

所
の
エ
ア
コ
ン
が
故
障
し
非
常
事
態
に
陥
っ
 

て
い
ま
し
た
。
業
務
課
Ｏ
さ
ん
の
デ
ス
ク
の
 

真
上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
旧
型
の
エ
ア
コ
ン
 

か
ら
水
が
漏
れ
、
フ
ィ
ル
タ
ー
カ
バ
ー
も
留
 

め
具
が
摩
耗
し
て
カ
バ
ー
ご
と
落
下
す
る
始
 

末
。
エ
ア
コ
ン
を
付
け
ず
に
過
ご
す
に
は
ま
 

だ
暑
す
ぎ
る
季
節
で
し
た
。
そ
こ
で
取
っ
た
 

苦
肉
の
策
は
、
ま
ず
フ
ィ
ル
タ
ー
カ
バ
ー
を
 

全
て
取
り
外
し
、
エ
ア
コ
ン
内
部
を
露
出
さ
 

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
水
が
漏
れ
な
い
よ
う
 

ホ
ー
ス
を
差
し
込
み
、
そ
れ
を
九
〇
リ
ッ
ト
 

ル
の
バ
ケ
ツ
に
溜
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
毎
 

日
三
回
、
Ｕ
主
任
が
脚
立
に
上
っ
て
水
を
抜
 

き
、
バ
ケ
ツ
に
溜
め
た
水
を
捨
て
、
フ
ィ
ル
 

タ
ー
カ
バ
ー
は
ガ
ム
テ
ー
プ
で
固
定
す
る
と
 

い
う
、
何
と
も
人
海
戦
術
丸
出
し
の
日
々
を
 

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
そ
ん
な
中
、
社
長
の
お
計
ら
い
で
エ
ア
コ
 

ン
を
新
設
し
て
頂
き
ま
し
た
。
し
か
も
二
台
 

も
！
新
し
い
エ
ア
コ
ン
は
こ
れ
ま
で
の
エ
ア
 

コ
ン
と
比
べ
る
と
、
非
常
に
パ
ワ
フ
ル
で
事
 

務
所
を
快
適
な
温
度
に
保
っ
て
く
れ
ま
す
。
 

更
に
以
前
の
も
の
と
比
べ
て
省
エ
ネ
設
計
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
節
電
の
夏
に
非
常
に
あ
り
 

が
た
い
で
す
ね
。
温
度
管
理
を
き
ち
ん
と
し
、
 

無
駄
な
く
効
率
よ
く
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
、
 

快
適
な
環
境
で
日
々
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
 

き
た
い
で
す
。
 

ゴム 
ブッシュ ワーク 

トライ用プレスとして 

活用する 

金型修理の精度アップ 

及び大幅な時間短縮が 

図れる 

事
務
所
エ
ア
コ
ン
設
置
 

業
務
課
 
Ｒ
・
Ｙ
 

違
い
な
く
、
新
品
同
様
の 

状
態
を
保
つ
こ
と
は
難
し 

い
。
人
力
で
付
着
物
の
除 

去
も
し
て
い
る
が
一
度
劣 

化
が
始
ま
る
と
進
行
は
速 

い
様
に
感
じ
ま
す
。
今
は 

純
湯
洗
の
毎
日
更
新
で
不 

良
数
が
幾
ら
か
減
少
傾
向 

で
す
が
、
そ
れ
を
対
策
完 

了
と
せ
ず
、
治
具
の
形
状 

変
更
も
対
策
の
一
つ
と
し 

て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ 

る
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
だ
立
ち
上
げ
か
ら
二 

年
半
。
十
年
以
上
稼
働
し 

て
い
る
亜
鉛
め
っ
き
ラ
イ 

ン
で
さ
え
、
未
だ
に
謎
め 

い
た
現
象
が
多
彩
に
繰
り 

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

め
っ
き
っ
て
、
謎
だ
ら 

け
で
す
。 



業
務
課 

出
荷
班 

副
班
長 

Ｔ
・
Ｈ 

 

五
月
一
八
日
と
二
十
五
日
に
社
内
教
育
訓
練
と
し
て
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を 

受
講
し
ま
し
た
。 

 
初
め
て
耳
に
す
る
言
葉
で
ど
ん
な
内
容
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
当
日
を 

迎
え
、
配
ら
れ
た
資
料
に
簡
単
に
目
を
通
し
て
そ
の
意
味
を
知
り
ま
し
た
。
普 

段
、
仕
事
を
す
る
中
で
仕
事
の
出
来
る
人
（
高
業
績
者
）
の
行
動
・
思
考
を
学 

び
、
仕
事
に
活
用
し
能
率
を
上
げ
る
事
に
よ
り
社
員
全
体
の
行
動
の
質
を
上
げ 

る
と
い
う
事
。 

 

教
育
訓
練
内
容
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
行
動
を
記
し
た
カ
ー
ド
群
の
中
か 

ら
自
身
の
誇
れ
る
行
動
を
選
び
、
具
体
的
に
書
き
出
し
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
討 

議
し
個
々
に
出
し
合
っ
た
カ
ー
ド
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
カ
ー
ド
を
選
出
。 

グ
ル
ー
プ
か
ら
選
出
さ
れ
た
カ
ー
ド
を
次
に
各
グ
ル
ー
プ
で
選
ん
だ
カ
ー
ド
群 

と
出
し
合
い
さ
ら
に
討
議
の
後
に
会
社
と
し
て
の
最
終
的
な
行
動
カ
ー
ド
を
決 

定
。
そ
の
カ
ー
ド
を
元
に
各
個
人
で
書
き
出
し
た
具
体
的
行
動
を
全
社
員
で
判 

定
し
高
業
績
者
の
行
動
・
思
考
を
理
解
し
て
い
く…

 

 

同
じ
職
場
・
会
社
で
働
く
者
と
し
て
周
囲
の
人
の
見
方
・
考
え
方
・
行
動
を 

少
し
で
も
見
る
事
が
で
き
、
大
変
充
実
し
た
教
育
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

製造課 六班 副班長 Ｓ・Ｋ 

 先日、２週に亘って教育訓練を受講しました。今回はコンピテンシーと 

いう私自身初めて聞く言葉について基本的な事から説明して頂き、それを 

実際に形にしていくという作業を行いました。簡単に言えば、仕事の出来 

る人の習慣を会社全体で共有し、全体の底上げをしましょう、という事で、 

その習慣を吸い上げ、選別し、良い物を残していくという事でした。 

 この作業を行う事で今まで意識せずに行っていた良い習慣という事につ 

いてじっくり考える事が出来ました。また、他の意見を知る事で自分に足 

りていなかった所に目を向けられるようになりました。 

 今回は会社全体についてのコンピテンシーでしたが、各班単位でのもっ 

と具体的な内容について、この作業を行い実践していけばさらに成果が出 

るのではないかと思います。 

 最後に、良い行動、良い習慣を学んでも、それを実践していかなければ 

何の意味もありません。全員が意識を共有し、周囲の人の行動に目を向け、 

良い行動は取り上げ、間違いは注意できる。そんな、良好な人間関係を持 

つ会社であって欲しいし、そうなって欲しいです。そうすれば、自然に良 

い習慣は広がり、悪い習慣は消えていくんだと思います。 

 

五
月
一
八
日
・
二
十
五
日
の
二
日
間
、
講
師
に
社
会
保
険
労
務
士 

の
中
原
悠
貴
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
教
育
訓
練
！
『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ 

ー
』
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
し
て 

色
々
模
索
し
て
み
ま
し
た
。
検
索
の
結
果
色
ん
な
言
葉
で
表
現
さ
れ 

て
い
ま
し
た
が
私
的
に
は
、
《
能
力
・
適
性
の
診
断
》
《
個
人
の
根 

源
的
特
性
》
と
い
う
意
味
な
の
か
な
～
っ
て
思
っ
て
い
ま
し
た
。
第 

一
日
目
は
、
『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
論
』
か
ら
始
ま
り
自
分
の
一
つ 

の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
更
に
三
つ
の
具
体
的
な
行
動
を
書
く…

 

で
終
了
で
し
た
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
図
（
氷
山
図
の
下
部
に 

は
潜
在
能
力
・
海
面
よ
り
上
の
見
え
て
る
部
分
に
は
顕
在
能
力
）
顕 

在
能
力
と
は
、
《
行
動
》
で
あ
る
。
の
説
明
に
は
な
る
ほ
ど
な
ぁ
～ 

だ
か
ら
『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
が
必
要
な
ん
だ…

不
況
の
時
は
成
績 

よ
り
行
動
！
ま
た
は
「
仕
事
の
で
き
る
人
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
化 

す
れ
ば
会
社
は
強
く
な
る
！
な
ど
概
論
は
納
得
し
た
り
、
同
調
し
た 

り
し
な
が
ら
受
講
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』 

の
実
例
を
も
と
に
自
分
の
行
動
を
考
え
た
と
き…

自
分
の
行
動
っ
て 

意
識
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
は
無
い
の
で
な
か
な
か
難
し
く
書
き 

表
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
作
成
と 

い
う
こ
と
で
あ
ら
か
じ
め
編
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
一
覧
を 

基
と
し
た
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
ま
し
た
。
私
の
班
は
、
業
務
課 

が
五
名
と
製
造
課
二
名
で
編
成
さ
れ
て
い
た
の
で
、
グ
ル
ー
プ
の
意 

見
と
し
て
も
業
務
課
色
の
強
い
内
容
と
な
り
内
海
工
業
全
体
の
コ
ン 

ピ
テ
ン
シ
ー
作
成
で
は
業
務
課
と
製
造
課
で
は
こ
れ
だ
け
意
識
の
差 

が
あ
る
の
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
で
作 

成
す
る
作
業
な
ど
学
生
の
頃
に
戻
っ
た
よ
う
で
楽
し
く
作
業
が
で
き 

ま
し
た
。
秋
頃
に
は
、
中
原
先
生
が
社
員
全
員
で
考
え
た
『
コ
ン
ピ 

テ
ン
シ
ー
』
を
携
帯
冊
子
と
し
て
作
成
下
さ
い
ま
す
。
日
ご
ろ
私
た 

ち
が
無
意
識
で
行
動
し
て
い
る
事
を
冊
子
に
ま
と
め
今
度
は
無
意
識 

で
は
な
く
意
識
し
て
の
行
動
に
変
え
る
事
に
よ
り
、
作
業
の
効
率
ア 

ッ
プ
に
繋
が
る
は
ず
で
す
の
で
是
非
活
用
し
て
不
況
も
乗
り
越
え
ら 

れ
る
強
い
内
海
工
業
を
作
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

業
務
課
 
Ｍ
・
Ｏ
 

第一日目 

みんな頭を捻り 

具体的行動について 
書き出す作業中 

グループでの話し合い 

各グループ代表者 
発表風景 

【４】 



【５】 

業
務
課
 
出
荷
班
 
Ｍ
・
Ｎ
 

 

ん
？
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
？
な
ん
だ
そ
れ
？…

多
分
そ
れ
は
私
だ
け
で
な
く
内
海 

工
業
従
業
員
全
員
が
思
っ
て
い
る
事
で
あ
ろ
う
五
月
の
二
週
に
亘
っ
て
の
勉
強
会 

で
初
め
て
耳
に
す
る
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
に
私
は
グ
ー
グ
ル
で
検
索
し
よ
う
と
調 

べ
ま
し
た
。 

 

さ
て
そ
の
意
味
は…

「
能
力
」
や
「
適
格
性
」
な
ど
を
意
味
す
る
語
。
高
い
レ 

ベ
ル
の
業
務
成
果
を
生
み
出
す
特
徴
的
な
行
動
特
性
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
職
種 

に
よ
っ
て
も
変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
組
織
ご
と
に
自
ら
の
理
念
や
戦
略
と
の
整
合 

性
を
図
り
な
が
ら
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

中
原
先
生
を
講
師
に
招
き
始
ま
っ
た
勉
強
会
は
最
初
の
方
の
説
明
で
は
正
直
あ 

ま
り
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
で
は
思
い
や
り
の
単
語
を 

使
っ
て
連
想
す
る
言
葉
や
行
動
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。
全
部
選
ぶ
こ
と
は
出 

来
な
い
の
で
多
数
決
で
決
め
ま
し
た
。
た
だ
自
分
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
じ
ゃ
な
く
他 

グ
ル
ー
プ
の
分
の
思
い
や
り
の
選
別
に
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ 

ー
と
は
全
く
か
け
離
れ
た
内
容
の
こ
と
を
書
い
て
あ
っ
た
り
、
字
が
小
さ
い
と
か 

汚
す
ぎ
て
読
め
な
く
て
論
外
の
物
も
あ
っ
た
り(
汗)

特
徴
的
な
事
と
か
気
に
な
る 

よ
う
な
内
容
の
こ
と
も
少
な
か
っ
た
よ
う
な…

(
笑) 

製造課 三班 Ｙ・Ｎ 
コンピテンシーのすゝめ 

 『天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らず。しかし賢い人も愚かな 

人もいる。違いは、学ぶか学ばないかである。』コンピテンシーとは、理想 

と現実の差を埋めるツールと言えり。つまり、「成果の出る行動」の事だと 

思うんですが、目に見えないスキルだから難しいですよね。それに対して、 

講義の中で行ったコンピテンシーカードの作成は取っ掛かり易く簡単な方法 

だと思いました。コンピテンシーを導入した会社は、「見えない力」「内面 

から生じる力」が高業績に結び付く事が理由だと聞きました。コンピテンシ 

ーを「見える化」するにあたって、まず仕事をどうしたいのか「めざす姿」 

も重要だと思います。例えば、「仕事がやりやすくなって、業務上の目標が 

達成できていく手応えを感じる様な職場にしたい」「問題や異常にすぐ気付 

いて、事が大きくなる前に対処でき、お客様から信頼される様になりたい」 

「お互いの仕事がどのように進んでいるのか共有でき助け合いながらチーム 

として仕事を遂行する職場にしたい」などです。「見える」「見えない」で 

言えば自分の事は見えませんよね。その線で行くと職場で自分の仕事の癖な 

どを一番知っているのは一緒に仕事をしている同僚です。お互いの仕事の癖 

を教え高め合っていけたら仕事仲間として最高ですね。 

さぁ、皆で一歩ずつ進みましょう！そして諭吉さんに会えますように。 

 講師の中原先生、有難うございました。 

製
造
課
 
二
班
 
Ｈ
・
Ｍ
 

 

『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』…

初
め
て
耳
に
し
た
言
葉 

で
、
最
初
は
、
堅
苦
し
い
感
じ
も
し
ま
し
た
が
、
受 

講
し
て
い
く
う
ち
に
、
内
容
の
面
白
さ
に
、
ど
ん
ど 

ん
興
味
が
湧
い
て
き
て
、
と
て
も
よ
い
教
育
訓
練
が 

受
講
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
私
は
、
日
頃
の
業
務
に
あ
た
り
、
ご
く 

当
た
り
前
の
作
業
を
、
当
た
り
前
の
様
に
こ
な
し
て 

き
ま
し
た
。
作
業
中
に
は
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は 

改
善
し
、
効
率
的
だ
と
感
じ
た
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
を 

取
り
入
れ
る
為
の
努
力
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回 

受
講
し
て
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー 

が
あ
る
の
か
と
い
う
驚
き
と
共
に
新
鮮
に
感
じ
ま
し 

た
。
今
ま
で
の
作
業
で
、
自
分
が
顕
在
化
と
し
て
き 

た
事
は
、
自
分
の
直
感
で
あ
っ
た
り
、
周
り
の
人
た 

ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
元
に
し
て
き
た
り
、
コ
ン
ピ
テ 

ン
シ
ー
に
は
乏
し
い
内
容
で
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、
理 

解
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
顕
在
化
し
て
行
動
に 

移
せ
る
か
ど
う
か
が
一
番
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
大 

切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

言
葉
に
す
る
の
は 

簡
単
で
す
が
、
『
実
行
』
・
『
継
続
』
し
て
い
く
事 

が
、
本
当
に
重
要
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
へ
の 

第
一
歩
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、 

ま
ず
「
自
分
は
こ
う
な
り
た
い
」
と
い
う
目
標
を
し 

っ
か
り
と
持
ち
、
率
先
し
て
、
何
事
も
自
分
か
ら
進 

ん
で
取
り
組
み
、
「
こ
う
な
り
た
い
」→

「
仕
事
の 

出
来
る
人
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
」
に
近
づ
け
る
様
、 

日
々
、
努
力
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
あ
こ
れ
も
内
海
で
初
め 

て
試
み
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー 

の
勉
強
会
で
す
。
わ
か
ら
な 

く
て
当
然
で
す
。
で
も
み
ん 

な
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
し 

な
が
ら
時
間
を
か
け
て
ワ
イ 

ワ
イ
と
や
っ
た
事
に
意
味
が 

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

他
人
を
思
い
や
る
こ
と
は
、 

そ
れ
は
い
つ
か
誰
か
に
思
っ 

て
も
ら
え
る
優
し
い
行
動
。 

誰
で
も
す
ぐ
に
実
行
で
き
る 

簡
単
な
行
動…

毎
日
の
中
で 

の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
な
か 

な
か
意
識
で
き
ま
せ
ん
が
、 

ふ
と
し
た
時
に
思
い
出
し
て 

み
る
の
も
良
い
か
な…

と
。 各グループでコンピテン 

シーの内容を話し合い中！ 

≪誠実さ≫ 
について 

討議中！ 

≪トラブル処理≫ 
について 

討議中！ 
≪行動志向≫ 
について 

討議中！ 



製造課 六班 Ｔ・Ｎ 

 

二
月
か
ら
内
海
工
業
に
入
社
し
て
、
六
班
に
配
属 

さ
れ
ま
し
た
。
め
っ
き
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な 

り
ま
し
た
が
、
め
っ
き
に
つ
い
て
は
何
も
知
識
が
な 

く
、
班
の
先
輩
方
に
一
か
ら
指
導
し
て
頂
き
な
が
ら
、 

毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
す
。
各
ラ
イ
ン
で
の
作
業
に 

つ
い
て
や
、
薬
品
や
排
水
に
つ
い
て
、
品
物
の
不
良 

に
つ
い
て
な
ど
、
一
つ
一
つ
を
き
ち
ん
と
身
に
付
け 

て
い
き
た
い
で
す
。 

 

一
日
で
も
早
く
仕
事
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
一
生 

懸
命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い 

し
ま
す
。 

 

今
ま
で
は
お
金
を
稼
ぐ
手
段 

と
し
て
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た 

が
私
は
内
海
工
業
に
入
社
し
て 

ま
だ
二
カ
月
で
す
が
、
今
は
自 

分
が
成
長
す
る
た
め
の
手
段
と 

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
年
後
、
ま
だ
自
分
が
そ
れ 

ほ
ど
成
長
で
き
て
い
る
と
は
思 

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
成
長
す
る 

た
め
の
行
動
は
出
来
て
い
る
よ 

う
に
な
っ
て
い
た
い
で
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
は
た 

く
さ
ん
あ
り
、
仕
事
に
も
慣
れ 

て
い
ま
せ
ん
が
、
先
輩
や
上
司 

に
自
分
の
考
え
を
伝
え
ら
れ
る 

よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

 

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
五
月
十
二
日
に
長
男
が
広
島
市
内 

で
結
婚
式
、
披
露
宴
を
挙
げ
ま
し
た
。 

 

広
島
の
会
社
へ
入
社
し
て
早
い
も
の
で
八
年
目
に
な
り
ま
す
が
今
年 

に
入
っ
て
突
然
息
子
か
ら
結
婚
す
る
と
嬉
し
い
知
ら
せ
が
舞
い
込
ん
で 

き
て
家
族
全
員
驚
き
ま
し
た
。
家
庭
的
で
明
る
く
か
わ
い
い
お
嫁
さ
ん 

を
迎
え
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。 

 

お
嫁
さ
ん
も
仕
事
を
続
け
て
い
る
の
で
息
子
に
は
お
嫁
さ
ん
の
手
助 

け
を
し
て
仲
良
く
明
る
い
家
庭
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い 

ま
す
。 

 

九
月
の
終
わ
り
に
は
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
る
の
で
お
盆
休
み
に
は
ベ 

ビ
ー
用
品
を
一
緒
に
見
た
り
買
い
物
を
し
た
い
で
す
ね
。
今
か
ら
楽
し 

み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
晩
の
九
時
二
十
分
頃
次
男
が
産
ま
れ 

ま
し
た
。
家
族
で
い
る
人
や
カ
ッ
プ
ル
で
い
る
人
は
ワ
イ
ワ
イ
イ 

チ
ャ
イ
チ
ャ
し
て
い
る
中
、
僕
は
産
婦
人
科
で
立
会
い
を
し
て
い
ま 

し
た
。
当
時
三
歳
だ
っ
た
上
の
子
も
立
会
い
を
し
て
い
て
次
男
が
産 

ま
れ
た
瞬
間
辛
そ
う
に
し
て
い
た
お
母
さ
ん
を
見
た
か
ら
か
感
動
し 

た
か
ら
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
泣
い
て
い
ま
し
た
。
名
前
は
夏
産
ま
れ 

の
上
の
子
の
Ｓ
と
い
う
風
の
イ
メ
ー
ジ
と
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の 

製
造
課
 
一
班
 
Ｔ
・
Ｓ
 

次
男
誕
生
 

内海ニュースを発刊することに決まり、日々会社内の出来事に 

気配りして、何かあったら写真に残して原稿を無理やり的に皆 

さんにお願いする。原稿を書いて下さった皆さん、またイヤイ 

ヤ書いて下さった方もおられたと思いますが、編集長の役を退 

くに当たって今までの御協力に対して心から感謝を申し上げま 

す。本当に有難うございました。 

内海工業は他社に負けない強い体質造りにしっかりと取り組ん 

でいます。その中で内海ニュースも其の為の一助となればと考 

えて編集致しております。 

今後とも内海ニュースの御愛読を宜しくお願いします。 

次号より新しい編集部に変わります。 

編集長・・・・Ｙ・Ｓ 

編集委員・・・Ｔ・Ｆ   Ｈ・Ｕ 

以上の三名です。宜しくお願いしますネ！ 【６】 

 

内
海
工
業
に
入
社
し
て
、
早
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
今
は
、
部 

品
製
造
時
の
注
意
点
や
、
機
械
操
作
を
習
得
し
、
一
通
り
の
製
品
知 

識
を
つ
け
よ
う
と
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
思
い
返
せ
ば
入
社
初
日 

は
、
新
し
い
職
場
で
働
く
事
に
不
安
で
し
た
。
し
か
し
周
り
の
先
輩 

方
が
優
し
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
少
し
ず
つ
仕
事
に
も
慣
れ 

て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
一
日
も
早
く
内
海
工
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
常 

に
疑
問
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
、
先
輩
方
の
足
を
引
っ
張
ら
な 

い
様
に
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

製造課 二班 Ｒ・Ｈ 

製造課 六班 Ｉ・Ｋ 

【
イ
ブ
】
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
Ｉ
に
し
ま 

し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
誕
生 

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
ケ
ー
キ
を
チ
ャ
ン
ト
別 

々
に
す
る
つ
も
り
で
す
。
今
で
は
、
ず
り 

ば
い
を
し
て
家
の
中
を
虫
み
た
い
に
イ
ゴ 

イ
ゴ
し
て
い
ま
す
。
子
供
二
人
の
為
に
も 

今
以
上
に
仕
事
や
私
生
活
を
大
事
に
し
て 

頑
張
り
ま
す
。 

長男の結婚 
業務課 生産管理班 Ｈ・Ｉ 

野
田
総
理
 
ブ
レ
な
い
と
こ
ろ
 
魅
力
あ
り
 

小
沢
君
 
四
度
あ
っ
た
が
 
五
度
は
な
い
 

原
発
を
 
反
対
す
れ
ば
 
空
洞
か
？
 

マ
ス
コ
ミ
が
 
メ
ダ
ル
メ
ダ
ル
の
 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
愛
よ
り
佳
純
 
良
く
や
っ
た
 

小
沢
君
 
国
民
第
一
 
え
本
当
 

野
田
総
理
 
何
と
か
し
て
よ
 
こ
の
景
気
 

逆
境
も
 
も
ろ
と
も
せ
ず
に
 
内
村
勝
つ
 

原
発
を
 
反
対
す
る
が
 
代
替
え
は
 

こ
の
猛
暑
 
ふ
と
こ
ろ
涼
し
 
秋
の
風
 

二
九
一
人
 

裏
方
 
ヒ
ロ
君
 

Ｍ
Ｍ
Ｃ
 
日
産
相
手
に
 
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

う
し
ろ
か
ら
 
王
手
と
 
一
ノ
谷
 

敦
盛
も
 
討
た
る
る
頃
は
 
声
が
わ
り
 

政
治
と
は
 
議
員
の
た
め
に
 
あ
る
も
の
だ
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
平
清
盛
』
 


